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◆ Ｓさんが今取り組んでいる事は何ですか？ 

S さん：各高校へ訪問してサポステの支援内容と『アウトリーチ』の説明を 

行い、ニートに陥らせない為の未然予防・早期発見をして早い段階で支援の

手を差し伸べ、教育機関や社会との繋がりをもてる様に、協力と連携のお願

いを、していました。 

 

◆ 取り組みから見えた事・今後の活動は？ 

S さん：高校訪問して、不登校や中退等の状況を聞いている中で、『小・中学

校からの不登校が高校生活でも、大きな問題』と言うお話を多くの学校から

聞いてきました。今後中学校も訪問し、高校訪問で見えた課題をもとに 

話をしてこようと、思っています。 

女性スタッフ Ｓさん 

秋もだんだん深まり、日も短くなってきました。秋と言えば『食欲の秋・

読書の秋・スポーツの秋』ですね♪皆さんは秋の夜長をどのように過ごさ

れているのでしょうか？さて、今回の『ひざし』はサポステのスタッフが

日々どんな事に取り組んでいるのか・・などを聞いてみました♪ 

男性スタッフ S さん 
                                 
                                  
                                  
◆ Ｓさんが担当している事はなんですか？ 

Ｓさん：私は主に社会参加プログラムに携わっています。ここに参加する方 

は人との関わり合いに、苦手意識を持っていたり、自分に自信が持てなかった

りと様々です。その中でスポーツや調理、ディスカッション、ボランティア体

験を通して、人と関わり合いながら、自信をつけていきます。 

 
◆ Ｓさんの今後の課題はなんですか？ 

Ｓさん：今後現状の課題としてはここで自信を付けてきた後の、働く場所につ

いてです。現在の就職難に加えいきなり働くとなると、一歩踏み出せない 

方々もいます。その為にも私達が仕事おこしといった、形をとりながら、 

働く場所を作らなければならないと感じています。 

男性スタッフ Ｓさん 

今回は２名のスタッフにどんな仕事に取り組んでいるのか？などを聞いてみ

ました。もっとたくさんの皆さんに、サポステで日々どんな活動を 

しているのかを知ってもらい、サポステをもっと身近に感じて頂けたら 

と願いながら、情報発信を続けて行こうと思います。 

〇今後の予定〇   (次回出前相談開催日は次の通りです) 
１０月１４日(木)登米合同庁舎(保健所棟３階会議室１０時～１６時３０ 
１０月２８日(木)栗原合同庁舎(保健所棟５階会議室)１０時～１６時３０ 
となっております。（要予約）保護者の方、ご家族の相談も行っております。 



 

 サポステ活動報告 

１０月６日（水）に美里町の特別養護老人ホーム内の売店でジョブ 
トレーニング(職場体験)を行いました。 
 今回の参加者は以前販売店のレジ仕事を経験していたため、ご指導いた 

だいた職員さんからは「５分でレジは完璧に覚えちゃったね♪」とお褒め

の言葉をいただき、参加者は自信を取り戻した明るい表情で体験に臨むこ

とができました。次回以降の職場体験にも意欲が出てきたようです！ 

１０月９日(土)にたじりエコベジタブルにおいて、菜の花の種植えを 
行いました。 

今回はいまにも雨が降りだしそうな微妙な天候のなか、関係 

者を含めて約２０名で一斉に菜種の種をまき、蒔いた種の上に 

米の籾殻を被せる作業を行いました。予定より早く作業が進み 

終了後の利用者の表情には達成感があったように見えました♪ 

 

 

♪古川南デイサービスセンターでのボランティア活動♪ 
9 月２８日に『サポステ・ボーカリスターズ』と『パレッターズ』の皆さん約２０名で、南デイ

サービスに訪問させていただきました。デイサービスの皆さんと一緒に歌を歌ったり、

手遊びをしたり。質問コーナーもあり『何処から来たのっしゃ～』『年寄りは好きだべが』 

等の質問が飛び交い、メンバーがたじたじの場面もありました。帰りには利用者の方々

全員と握手や言葉を交わし、『また来てね～・待ってるよ～』と終始笑顔で、いつまでも

手を振ってくださいました。とても心温まる対応に私達が癒され、元気をたくさんいただ

きました。皆さんありがとうございました。これからも笑顔と癒しをお届けしたいと思いま

す。 

◆ 民生委員定例会への参加◆(広報からのお知らせ)   

９月に登米地域において、民生委員定例会に参加させていただきました。 
４つの定例会に参加し、会議冒頭に『みやぎ北若者サポートステーションの支援内

容』を１０分～３０分にかけて話をしました。地域によって様々な質問があり、改めて

関心の深さを感じ、今回の機会を踏まえて、今後の参考にし新たな気持ちで取り組

んで行こうと思いました。 
今後も民生委員定例会参加などの機会があれば、是非また参加させていただきま

して、私達みやぎ北若者サポートステーションとはどんなところか・・、どんな取り組

みをしているのか、などたくさんの方々に知っていただきたいと思っています。 
今後も関係機関、団体さんのご協力の程、宜しくお願い致します。


